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教
会
観
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
教
会
建
築
の
形

一
、
　
は
　
じ
　
め
　
に

川

島

洋

一

　
宗
教
性
と
工
学
と
の
関
係
を
明
確
に
二
分
し
た
状
態
で
、
宗
教
建
築
に
つ
い
て
論
じ
る
事
は
で
き
な
い
。

　
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
建
築
物
（
教
会
建
築
）
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
む
し
ろ
互
に
歩
み
寄
り
な
が
ら
、
両
者
に
立
っ
て
論
じ
る

事
も
重
．
要
で
あ
ろ
う
。

　
本
研
究
は
、
各
教
会
・
教
派
の
根
底
に
潜
む
教
会
観
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
教
会
建
築
の
形
態
を
決
定
づ
け
る
要
因
を
明
ら
か
に
す
る

事
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
観
か
ら
考
え
ら
れ
る
建
築
的
な
要
素
を
「
建
築
的
条
件
要
素
」
と
し
て
求

め
、
教
会
組
織
内
で
の
動
き
と
こ
の
要
素
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
動
き
を
包
む
空
間
及
び
構
成
要
素
と
の
関
連
を
明
確
に
し
、
実
際
例
と

し
て
の
教
会
建
築
の
形
態
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
そ
の
要
因
を
探
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
二
、
教
会
観
か
ら
生
ま
れ
る
建
築
的
条
件
要
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

二
、
一
　
口
本
基
督
教
団
の
教
会
観
と
条
件
要
素

（
歴
史
的
教
会
観
）
　
　
一
つ
の
教
派
と
考
え
ら
れ
る
日
本
基
督
教
団

（
以
下
教
団
と
す
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

は
昭
和
十
六
年
に
設
立
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
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で
数
教
派
に
別
れ
て
い
た
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
、
軍
事
色
の
強
ま
る
中
で
行
政
的
な
強
い
指
導
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
、
・
こ
の

教
団
の
設
立
と
な
っ
た
。
従
っ
て
敗
戦
後
、
こ
の
指
導
が
解
除
さ
れ
る
と
教
団
設
立
以
前
の
状
態
に
も
ど
る
動
き
が
現
わ
れ
た
。
同
二
十

二
年
の
旧
軽
罪
基
督
教
会
か
ら
始
ま
り
聖
公
会
、
ル
…
テ
ル
教
会
等
が
脱
退
し
て
い
っ
た
。
三
十
年
代
以
降
は
こ
の
動
き
も
静
ま
り
、
今

日
で
は
内
部
充
実
を
計
っ
て
い
る
。
従
っ
て
教
団
に
所
属
す
る
各
教
会
は
、
十
六
年
以
前
の
教
派
的
伝
統
が
影
響
さ
れ
て
今
日
に
歪
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、
教
会
観
の
形
成
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
歴
史
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
明
治
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
に
各
国
の
宣
教

師
に
指
導
さ
れ
て
組
織
さ
れ
た
教
派
の
中
で
、
特
に
教
団
成
立
時
に
関
係
し
た
教
派
と
そ
の
伝
統
的
姿
勢
を
ま
と
め
更
に
そ
れ
ぞ
れ
の

教
会
観
を
考
え
る
と
次
の
様
に
な
る
。
ま
た
各
教
会
観
か
ら
考
え
ら
れ
る
建
築
的
条
件
要
素
を
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
小
文
字
以
下
同
じ
）

記
す
。

①
組
合
主
義
的
教
会
観
一
㈲
自
由
尊
重

　
　
旧
旧
本
組
合
墓
督
教
会
（
成
立
明
治
十
九
年
）
を
母
体
。
教
会
政
治
は
各
教
会
臼
由
意
志
尊
重
（
会
衆
派
）
。
本
拠
地
ぱ
関
西
地
域
。

②
日
本
基
督
教
会
的
教
会
観
－
㈲
権
威
・
形
式
尊
重

　
　
旧
日
本
基
督
一
致
教
会
（
成
立
明
治
十
年
）
を
母
体
。
各
教
会
糾
織
の
会
議
決
議
重
視
（
長
老
主
義
的
）
。
本
拠
地
は
関
東
地
域
。

③
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
的
教
会
観
1
㈲
管
理
性
尊
重

　
　
旧
日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
（
成
立
明
治
四
十
年
）
を
母
体
。
教
会
政
治
ぱ
監
督
主
義
的
。
木
器
地
は
東
海
地
方
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
。

　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
（
組
織
的
教
会
観
）
　
　
教
団
の
行
政
は
「
教
門
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
実
行
画
の
「
教
団
」
に
よ
り
そ
の
行
政
が
行
な
わ
れ
、
教
団

総
会
を
最
高
政
治
機
関
と
し
教
区
制
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。
巾
木
全
国
を
一
六
教
区
に
区
分
し
、
更
に
分
区
、
地
区
、
支
区
を
導
き

教
会
機
能
の
充
実
化
を
計
っ
て
い
る
。
ま
た
会
員
数
に
よ
っ
て
第
一
、
第
工
種
教
会
と
伝
道
所
と
し
て
教
会
の
規
模
を
区
別
し
て
い
る
。

　
教
糊
あ
る
い
は
各
個
教
会
の
財
政
は
、
信
徒
の
献
金
、
寄
付
金
及
び
教
会
財
産
収
入
で
運
営
さ
れ
、
教
区
負
担
金
と
し
て
そ
の
…
部
を
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教
団
事
業
経
費
に
当
て
る
。
従
っ
て
財
政
的
に
は
信
徒
各
自
の
献
金
、
寄
付
が
土
台
と
な
っ
て
、
教
会
、
教
区
、
教
団
を
支
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
組
織
的
な
面
か
ら
考
え
ら
れ
る
教
会
観
は
次
の
二
点
と
な
り
、
各
条
件
要
素
も
考
え
ら
れ
る
。

①
　
民
主
主
義
的
機
構
一
㈹
話
し
合
う
場
の
重
視

②
財
政
信
仰
的
協
調
性
－
㈲
教
会
相
互
間
の
親
睦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
（
現
状
に
み
る
教
会
観
）
　
　
教
団
に
所
属
す
る
全
教
会
は
約
千
七
百
余
り
で
第
一
種
が
四
六
％
、
第
二
種
三
九
％
、
伝
道
所
一
五
％
と

な
り
、
自
立
す
る
（
一
種
教
会
）
教
会
は
半
数
に
も
達
し
て
い
な
い
。
ま
た
教
会
と
牧
師
も
都
市
に
集
中
し
、
教
師
不
在
の
教
区
も
み
ら

れ
る
。
信
徒
は
約
二
〇
万
人
（
日
本
の
総
人
口
の
0
・
二
％
以
下
）
で
、
雪
駄
で
の
伝
道
の
園
難
性
を
み
る
。
更
に
儒
徒
数
の
内
容
を
み

る
と
名
目
上
の
信
徒
（
別
帳
に
よ
る
）
が
約
三
分
一
存
在
し
、
活
動
し
て
い
る
儒
徒
は
一
四
万
人
程
度
で
あ
る
。

　
各
種
集
会
で
は
信
仰
の
基
盤
と
な
る
礼
拝
出
席
は
平
均
三
七
名
で
守
ら
れ
て
い
て
、
他
の
集
会
で
は
祈
祷
会
、
聖
書
研
究
会
出
席
は
平

均
一
〇
名
に
も
達
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
教
会
は
日
曜
日
を
中
心
と
し
て
活
動
し
て
い
る
嚇
が
わ
か
る
。
教
会
学
校
（
旧
日
曜
学
校
）
で

は
約
九
割
の
教
会
が
開
校
し
、
平
均
四
〇
名
前
後
の
出
席
と
な
っ
て
い
て
、
教
師
も
一
校
平
均
八
名
奉
仕
し
て
い
る
。
幼
児
・
児
童
教
育

を
重
視
し
て
幼
稚
園
・
保
育
園
を
付
属
さ
せ
て
い
る
教
会
も
約
二
割
あ
り
、
幼
な
い
時
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
と
の
出
会
い
を
そ
の
基
盤
と
し

て
い
る
。

　
各
個
教
会
の
財
政
は
貧
園
で
あ
り
、
年
平
均
収
入
は
五
百
万
円
に
も
及
ば
な
い
。
内
容
的
に
は
月
定
献
金
が
約
六
割
、
礼
拝
献
金
二
割

と
な
り
、
信
徒
の
献
金
を
基
礎
と
し
特
に
野
馳
献
金
へ
の
依
存
度
が
高
い
。
皮
出
で
は
教
師
謝
儀
が
六
割
以
上
で
、
各
教
会
は
教
師
の
生

活
を
皮
え
る
事
で
精
一
杯
の
財
政
で
あ
る
。

　
こ
の
様
に
伝
道
効
率
の
悪
さ
と
教
団
全
体
の
弱
さ
が
目
に
つ
く
が
、
発
展
的
に
み
る
と
、
次
の
様
な
教
会
観
と
各
条
件
要
素
が
考
え
ら

れ
る
。
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①
教
育
・
教
師
の
都
市
集
中
傾
向
の
是
正
－
ω
地
方
伝
道
の
必
要
性
。
②
信
仰
的
弱
体
鑛
向
と
旧
曜
巾
心
活
動
の
是
正
1
㈹
日
常
活

　
　
動
の
場
。
　
③
　
幼
児
・
児
童
教
育
と
社
会
編
祉
事
業
の
重
視
1
㈲
付
属
施
設
必
要
。
　
④
　
財
政
的
貧
閤
の
是
正
I
C
の
伝
道
効
率
の

　
　
強
化
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

　
（
信
仰
告
白
に
よ
る
教
会
観
）
　
　
昭
和
二
十
九
年
の
教
団
総
会
時
に
生
ま
れ
た
「
H
本
基
督
教
団
儒
仰
告
白
」
は
前
文
と
使
徒
儒
条
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
前
者
は
編
音
主
義
約
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
）
信
仰
魯
肉
が
明
確
化
さ
れ
、
聖
書
、
蹟
罪
、
赦
し
と
潔
め
、
．
教
会
の

四
点
に
基
盤
を
置
き
、
後
者
は
告
由
す
る
者
自
身
へ
の
信
仰
三
内
で
、
父
な
る
神
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、
聖
霊
の
「
一
二
位
一
体
の
神
」

が
墓
盤
で
あ
る
。

　
さ
て
前
文
に
お
け
る
内
容
か
ら
教
会
観
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
約
条
件
要
素
は
次
の
様
に
考
え
ら
れ
る
。
　
①
自
己
と
他
者
と
の
関
係

に
よ
る
信
仰
1
ω
地
域
社
会
と
の
融
合
性
・
密
着
性
i
ω
威
圧
性
否
定
に
よ
る
出
隅
的
デ
ザ
イ
ン
ー
劔
全
て
の
人
嗣
へ
の
神
の
閥
い
か
け

（
伝
道
）
。
　
②
儒
仰
者
相
互
の
一
体
的
連
体
関
係
－
馬
同
一
空
闘
に
お
け
る
一
体
性
感
覚
高
揚
の
場
一
』
．
語
る
教
舗
聞
く
儒
徒
と
い
う
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．

覚
の
超
越
。
③
儒
徒
の
主
体
性
一
G
Ω
空
間
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
…
G
の
自
発
的
活
動
の
場
の
尊
重
一
G
ρ
自
ら
を
語
る
容
易
さ
を
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

場
の
設
定
。
　
③
礼
拝
全
体
が
神
へ
の
「
献
げ
」
と
奉
仕
i
脳
積
極
的
な
礼
拝
へ
の
参
加
指
示
高
揚
－
職
誇
張
さ
れ
た
形
式
的
礼
拝
の
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ド

定
性
。
④
説
教
は
神
の
御
心
を
説
く
行
為
－
恥
語
り
や
す
く
聞
き
や
す
い
場
…
恥
語
る
、
聞
く
、
歌
う
行
為
の
礁
視
－
恥
必
要
以
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ラ

礼
拝
気
分
高
揚
の
拒
否
。
⑤
聖
書
に
の
み
証
し
さ
れ
る
一
偽
偶
像
化
と
神
格
化
を
拒
否
す
る
空
間
構
成
一
0
2
外
圧
約
な
諦
し
、
雰
猟
気

的
な
神
聖
化
否
定
の
場
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
次
に
信
仰
告
白
に
つ
い
て
岡
様
に
考
え
る
と
、
①
三
位
一
休
の
紳
i
恥
信
仰
三
皇
盤
の
確
立
と
し
て
の
場
の
設
定
一
恥
讃
葵
告
白
祈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

リ
の
重
視
。
②
神
の
愛
と
罪
1
9
1
自
己
否
定
か
ら
の
自
己
確
立
的
空
間
1
9
2
自
由
意
志
高
揚
の
場
…
9
3
全
て
の
愛
の
シ
ン
ボ
ル
化
。
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

十
字
架
－
賦
ρ
教
会
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
十
字
架
重
視
i
㈲
主
体
の
置
き
か
え
と
し
て
の
犠
牲
心
の
表
現
－
婦
神
と
葛
藤
と
の
対
話
を
基
盤
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と
す
る
銀
建
一
幅
神
と
人
闘
、
人
酔
と
入
聞
を
結
ぶ
象
徴
性
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
信
徒
同
志
の
交
わ
り
i
温
順
に
生
き
る
意
識
高
揚
の

　
　
ラ

場
一
幅
教
会
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
の
同
一
性
。
⑤
永
遠

の
生
命
1
㈲
神
へ
の
讃
美
と
感
謝
（
祈
り
の
場
重
視
）
1
飼
恐

怖
、
不
安
の
超
越
性
を
持
つ
奮
闘
i
働
事
ら
の
存
在
意
識
化

高
揚
。

　
以
上
に
よ
っ
て
教
団
の
体
質
の
中
に
存
在
す
る
と
考
え
ら

れ
る
教
会
観
に
つ
い
て
試
み
と
し
て
述
べ
た
。

　
一
史
に
そ
、
れ
そ
れ
の
教
会
観
か
ら
教
ム
石
建
築
に
結
び
つ
く
要

素
を
、
建
築
的
条
件
要
索
と
し
て
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
こ

れ
ら
を
表
ニ
ー
一
の
横
例
に
ま
と
め
る
事
と
す
る
。

　
二
、
二
　
教
会
組
織
内
に
お
け
る
行
為
（
活
動
）
と
建
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
　
　
　
的
条
件
要
素

　
（
内
部
行
為
と
外
部
行
為
）
　
　
ど
の
教
会
に
あ
っ
て
も
そ

の
活
動
は
、
教
会
建
築
の
中
で
行
な
わ
れ
る
場
合
と
、
外
部

で
行
な
わ
れ
る
場
合
が
あ
．
る
。
最
も
中
心
的
な
活
動
は
、
内

都
で
行
な
わ
れ
る
礼
拝
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
内
・
外
の
活
動
を
区
別
す
る
た

2・一一1　建築的条件要素と基本1杓癒内部・外部の行為

　　　　　　　　　　　　　　　（関連性のあるものを○印とする）

㎜
m

肖
ら
の
存
窪
の
意
識
化
高
掲
恐
怖
不
安
の
超
越
柱
の
空
閥
神
へ
の
讃
美
と
感
謝
（
祈
り
の
場
疏
視
V

O
O
O
O
O
O
O
O
　
　
　
O

O
O

捌
交

観
S

教
会
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
の
同
｝
牲
共
に
生
き
る
意
議
高
樗
の
場

0
0
　
　
　
0
0
0
0
0
0
0

条
信
徒
使

国
字
十

脳
趾
山

紳
と
入
闘
・
人
聞
と
人
物
を
鞘
ぷ
象
徴
雛
紳
と
人
間
と
の
対
話
を
基
盤
と
す
る
空
闘
主
体
の
濯
ぎ
か
え
と
し
て
犠
姓
心
表
現
教
会
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
十
字
架
重
祝

O
O
O
O

弾
愛

⑬
域
q

金
て
の
愛
の
シ
ン
ボ
ル
化
自
己
意
志
高
揚
の
場
肖
己
否
定
か
ら
の
貞
己
確
立
聞
捨
醐

O
O
O
O
　
　
　
O
O
O
　
　
　
O

O
O
O

集
＝
＝

瑠
P

設
美
傷
白
的
折
り
の
重
視
偏
仰
的
居
盤
の
確
立
と
し
て
の
場
の
設
定

O
　
　
　
　
O
O
O
　
　
　
O

黙
蔓

娩
0

外
圧
的
な
証
し
雰
囲
気
的
な
撞
格
化
否
定
の
場
餌
像
化
と
帥
格
銘
を
拒
否
す
る
空
醐
構
成

○
○

O
O

教
説

㎜
磁

必
要
以
し
の
礼
拝
気
分
高
揚
の
拒
否
語
る
・
聞
く
・
歌
う
行
為
の
重
視
語
り
や
す
く
聞
き
や
す
い
場

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

げ
献

酩
醍

誇
張
さ
れ
た
形
式
的
礼
拝
否
定
棲
蠣
的
な
礼
拝
へ
の
参
舶
指
．
不
高
楊

O
O
O
　
　
　
O
O

文
臨
削

体
牲
儲

鳴
田

自
ら
を
語
る
容
易
さ
を
持
つ
場
の
設
竃
自
発
的
活
動
の
場
の
尊
亜
空
閾
へ
の
械
極
的
な
働
き
か
け

O
O
O
O
O
　
　
　
O
O
　
　
　
O

者
繋

肥
k

請
る
教
師
・
聞
く
摺
徒
と
い
う
感
覚
の
超
越
同
｝
窒
澗
に
お
け
る
一
体
性
感
覚
の
超
越

訓
　
．
一
　
．
量

鵬
川

全
て
の
入
潤
へ
の
紳
の
問
い
か
け
（
伝
道
）
威
圧
性
否
定
に
よ
る
人
闇
的
デ
ザ
イ
ン
地
域
難
会
と
の
融
会
性
・
密
着
性

　
　
O
　
　
O
O
O
O
　
　
O
O
O
O○
O
O
O

状
現

h
㎏

伝
道
効
率
の
強
化
立
縞
施
設
の
必
要
B
常
活
動
の
場
地
庁
伝
道
の
必
要
控

O
O
O
O

職
垂

曲
教
会
相
亙
間
の
親
睦
話
し
A
口
う
場
重
視

○
　
　
　
○
○
O
O
O

史
歴

娩
a

三
嘆
性
尊
近
…
権
威
彫
式
尊
垂
自
由
尊
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
　
　
　
　
　
　
　
的
　
要
　
　
　
　
　
　
　
築
　
件
　
　
　
　
　
　
　
建
　
象
　
　
　
　
　
　
　
テ
為
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
な
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
本
血
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
号

為
二
会
会
校
設
　
～
¶
翻
灘
龍
糺
会
伝
祉
教
付

為
為
行
行
滋
会
俵
社

　
一
　
　
　
2
　
　
　
，
A
B
B
B
C
D

E
F

諏

彗
匹
　
　
　
ト
∬
F
曲
n
　
．
　
タ
☆
”

内
部
行
為

行
為
外
孫
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め
に
、
前
者
を
「
内
部
行
為
」
、
後
者
を
「
外
部
行
為
」
と
す
る
。

　
さ
て
内
部
行
為
は
、
神
を
讃
美
し
た
り
種
々
な
集
会
を
持
ち
、
信
仰
を
高
め
た
り
あ
る
い
は
信
徒
間
の
交
わ
り
を
持
ち
、
教
会
の
一
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

性
を
計
る
事
が
そ
の
主
な
行
為
で
あ
り
、
教
会
員
中
心
の
活
動
と
い
え
よ
う
。
そ
の
行
為
の
内
容
を
整
理
し
て
み
る
と
、
最
も
重
要
な
行

為
と
し
て
の
「
礼
拝
行
為
A
（
記
号
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
大
文
字
と
し
以
下
同
じ
ど
が
あ
り
、
ま
た
交
わ
り
と
し
て
の
「
集
会
行
為
B
」

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
行
為
に
は
複
数
の
動
き
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
会
員
集
会
理
篇
、
　
「
伝
道
集
会
3
2
」
、
　
「
社
会
活
動
の
集
会
理
」

と
な
り
、
こ
れ
ら
は
外
部
行
為
と
し
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
更
に
教
会
学
校
を
意
え
る
「
教
会
学
校
C
」
、
ま
た
保
育
所
等
の
「
付

属
施
設
D
」
等
が
内
部
行
為
と
し
て
上
げ
ら
れ
よ
う
。

　
外
部
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
象
は
一
般
社
会
で
の
活
動
で
あ
り
、
伝
道
の
場
と
し
て
の
行
為
と
な
る
。
従
っ
て
「
伝
道
行
為
E
」
、

ま
た
「
社
会
行
為
F
」
の
二
つ
を
上
げ
る
事
と
す
る
。

　
（
内
・
外
部
行
為
と
建
築
的
条
件
要
素
）
　
　
さ
て
前
項
で
試
み
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
教
会
観
及
び
建
築
的
条
件
要
素
と
、
内
都
行
為
、

外
部
行
為
の
関
連
性
を
ま
と
め
る
と
表
二
i
一
と
な
る
。
す
な
わ
ち
横
列
に
教
会
観
と
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
、
要
素
を
置
き
、
縦
列
に
各
行
為

を
並
べ
て
両
者
に
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
○
印
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

　
礼
拝
行
為
に
関
し
て
は
信
仰
告
白
上
で
の
教
会
観
と
結
び
つ
き
が
強
く
教
会
建
築
上
、
各
条
件
要
素
を
満
足
さ
せ
る
必
要
性
が
高
い
。

集
会
行
為
で
は
現
状
組
織
の
拡
張
へ
の
教
会
観
と
結
舎
し
て
い
る
が
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。
教
会
学
校
に
あ
っ
て
は
信
仰
告
白
前
文
へ
の
理

解
を
求
め
る
．
行
為
と
関
連
し
、
付
属
施
設
に
あ
っ
て
は
集
会
行
為
と
同
じ
関
連
性
を
示
す
。

　
外
部
行
為
で
は
、
伝
道
、
社
会
行
為
と
も
に
現
状
か
ら
く
る
教
会
拡
大
へ
の
教
会
観
と
の
関
連
性
が
み
ら
れ
、
社
会
に
開
か
れ
た
教
会

建
築
空
聞
の
創
造
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
（
内
部
行
為
と
外
部
行
為
の
関
連
性
）
　
　
各
行
為
が
教
会
観
と
深
く
結
び
つ
き
、
こ
の
関
連
性
を
包
む
た
め
の
建
築
空
闘
が
、
ど
の
様

一6一



な
要
素
を
必
要
と
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
表
二
一
一
で
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
で

は
、
更
に
関
連
性
を
細
分
化
し
、
各
行
為
問
の
結
び
つ
き
を
み
る
嘉
と
す
る
。

　
図
ニ
ー
一
は
現
状
に
み
る
各
行
為
閥
を
、
線
で
結
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
線
の
太
さ

は
緊
密
さ
を
示
す
。

　
さ
て
、
図
二
i
一
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
付
属
施
設
の
有
無
に
よ
っ
て
教
会
学

校
C
と
社
会
行
為
F
が
異
な
る
動
き
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
付
属
施
設

D
は
、
行
為
C
、
F
を
高
揚
さ
せ
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
他

の
動
き
は
行
為
D
に
影
響
さ
れ
ず
に
そ
の
相
互
関
係
を
保
っ
て
い
る
が
、
中
で
も
礼

拝
行
為
A
と
会
員
の
集
会
掛
と
の
関
連
は
最
も
強
い
。

　
二
、
三
　
内
部
行
為
か
ら
生
ず
る
諸
空
間
と
構
成
要
素

　
（
内
部
行
為
と
諦
空
間
）
　
　
四
つ
の
内
部
行
為
A
、
B
、
C
、
D
を
包
む
空
間
と

し
て
、
次
の
各
部
屋
が
考
え
ら
れ
る
。

　
礼
拝
行
為
A
に
お
い
て
は
、
教
会
建
築
の
中
で
最
も
中
心
的
で
最
も
重
要
な
空
間

で
あ
る
礼
拝
室
の
存
在
で
あ
る
。
規
模
的
に
小
さ
な
教
会
で
は
、
こ
の
空
間
の
み
の

建
築
も
あ
り
、
教
会
建
築
は
礼
拝
室
造
り
か
ら
始
ま
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る

ま
い
。
更
に
礼
拝
行
為
を
進
め
る
た
め
の
各
機
能
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
空
間
が
そ

れ
ぞ
れ
必
要
と
な
る
。
祈
り
を
共
に
行
な
う
祈
祷
室
、
教
師
（
牧
師
）
が
説
教
を
生

み
出
す
、
あ
る
い
は
諸
活
動
唱
を
行
な
う
牧
師
室
（
牧
師
鯖
に
設
置
す
る
場
合
も
あ

（注）二男・A，B…は基本的行・為

・…�
c
園
．
騰
訂
【
山
醸
…

（1）付属施設Dがある場合　　　　　　　　（∬）付属施設Dがない場合

　　　　　　　　図2－1　それぞれの行為の関係
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．
る
）
、
　
ま
た
讃
美
歌
を
練
習
し
た
り
聖
歌
隊
の
活
動
の
場
と

し
て
の
聖
歌
隊
室
、
更
に
礼
拝
に
参
加
し
や
す
く
す
る
母
子

の
た
め
に
配
慮
さ
れ
た
母
子
室
生
が
上
げ
ら
れ
よ
う
。

　
次
に
会
員
の
集
会
行
為
に
関
し
て
は
、
集
会
室
、
会
議
室

が
考
え
．
ら
れ
更
に
重
要
な
空
間
は
、
ホ
…
ル
と
食
堂
の
空
回

で
あ
る
。
前
者
に
あ
っ
て
自
然
な
胤
会
い
の
中
か
ら
生
ま
れ

る
交
わ
り
、
後
者
に
あ
っ
て
は
食
事
を
共
に
す
る
喜
び
を
味

わ
い
一
体
感
を
高
め
る
効
果
を
持
つ
。
そ
の
他
各
行
為
か

ら
生
ま
れ
る
諸
島
に
よ
っ
て
、
教
会
建
築
は
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　
（
諸
空
間
と
条
件
要
．
素
と
の
関
連
）
　
　
表
二
一
二
は
横
列

に
教
会
観
と
条
件
要
素
を
、
縦
列
に
行
為
と
土
室
を
並
べ
て

相
互
の
関
連
性
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
特
に
強
い
関
連
性
を
も
つ
諸
室
を
み
る
と
、
礼
拝
室
が
最

も
多
く
、
次
に
教
会
学
校
の
ク
ラ
ス
室
や
集
会
室
が
多
く
、

こ
れ
ら
の
諸
室
に
あ
っ
て
も
無
造
作
な
空
間
造
り
は
避
け
る

必
要
が
あ
り
、
こ
う
し
た
所
に
宗
教
建
築
の
難
解
さ
が
あ

る
。
更
に
食
堂
の
空
間
に
あ
っ
て
は
交
わ
り
と
の
結
び
つ
き

表　2－2　建築的条件要素と基本的な行為による教会裳の察問

　　　　　　　　　　　　　　　　　（関連の強い順に⑲○△印とする）
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が
強
く
会
食
も
皆
皆
で
あ
る
が
む
し
ろ
交
わ
り
や
す
い
機
能
を
も
た
す
事

が
大
切
と
な
る
。

　
（
諸
空
間
と
構
成
要
素
の
関
連
）
　
　
建
築
空
闇
は
天
井
、
壁
、
床
等
が

組
み
禽
わ
さ
っ
て
内
部
空
問
を
作
っ
て
い
る
。
教
会
建
築
で
も
嗣
様
で
あ

り
、
璽
に
各
空
間
に
必
要
な
建
具
あ
る
い
は
備
贔
が
考
え
ら
れ
そ
れ
ら
が

集
合
し
て
一
つ
の
機
能
を
持
っ
た
部
騰
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
各
都
分
を
構

成
要
素
と
す
る
な
ら
ば
表
二
一
三
の
ご
と
く
に
各
部
屡
の
構
成
要
素
が
考

え
ら
れ
る
。

　
礼
拝
室
に
あ
っ
て
は
特
に
椅
子
の
要
素
が
重
要
で
そ
の
配
置
等
に
よ
っ

て
は
礼
拝
形
式
の
形
態
が
変
わ
る
。
ま
た
ホ
ー
ル
に
お
け
る
応
接
セ
ッ
ト

等
は
小
さ
な
コ
ー
ナ
ー
で
の
交
わ
り
が
自
然
に
行
な
わ
れ
る
要
素
と
な

る
。
そ
の
他
に
教
会
建
築
と
し
て
の
特
有
な
要
素
が
多
く
含
ま
れ
る
。

　
（
各
空
闘
の
相
互
関
係
）
　
　
次
に
先
に
述
べ
た
諸
空
間
（
部
羅
）
の
盤

台
関
係
を
ま
と
め
る
と
、
図
二
一
二
と
な
り
、
教
会
建
築
の
焼
模
に
よ
っ

て
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
と
な
ろ
う
。

　
小
規
模
（
伝
道
所
等
）
の
場
念
は
、
礼
拝
行
為
か
ら
生
じ
る
空
間
の
み

で
、
こ
の
空
蘭
（
礼
拝
室
）
が
集
会
室
や
教
会
学
校
関
係
を
全
て
含
む
パ

タ
ー
ン
で
あ
り
、
中
一
一
的
に
な
る
と
礼
拝
室
関
係
と
教
会
学
校
空
閥
が

表2－3内都行為における教会堂2芝間の構成要素

　　　　　　（必要度の強い順に⑱○△印とする）

分類 椅　　子 垂言い椅チ 六・卓・境 棚 他 備　品 各　　面

記努 ①②③④ ⑤⑥⑦③⑨⑩ ⑪⑫⑬⑭⑬⑯⑰ ゆ⑲⑳⑳⑳ ⑳⑳⑱㊧ ⑳愈 ㊨⑭⑪⑫ ⑬⑭⑪⑯⑰⑳教構成要索　！ハ
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（注）記号A．1，B14等は各察聞（部黒）

《

飢 A～　　網

A5 A6　A，

C
魯、1適21曲

¢1 514曲ビ2
62 gls醒3曲
εコ

04
§1～

「 一 「
響 l　B璽；

1医

ｵ
07

O

03

馨
　
　
　
　
　
　
琶
雪
5
i
　
8

I

l

l

L

　　　　　　　　　　l

Ol　o～　　醗
　　　　　　　　　　1

　　　日　」

（：III）大焼模教　　　　（1）中規模教会

図2－2　各空問（都1イリの相万：関係

轟

晶at

c

g7｝ gl：

Bis B73　曲

B’

（王）小規模教会

分
離
し
多
少
機
能
に
適
合
す
る
パ
タ
；
ン
を
生
む
。
吏
に
大
規
模
に
な
る
と

明
確
に
各
空
間
が
分
離
し
、
教
会
建
築
の
充
実
し
た
パ
タ
ー
ン
と
な
る
。

　
こ
の
様
に
、
宗
教
建
築
の
内
部
空
闘
を
考
え
る
場
舎
、
一
般
的
な
建
築
と

異
な
り
、
多
く
の
宗
教
約
要
素
を
ふ
ま
え
た
形
で
の
考
察
が
必
要
で
あ
．
ろ
う
。

　
二
、
隅
　
外
部
行
為
に
よ
る
諸
学
闘
と
構
成
要
素

　
（
外
都
空
闘
と
諸
空
間
）
　
　
旧
都
行
為
と
同
様
に
考
え
る
が
、
外
部
行
為

の
場
合
は
外
都
に
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
面
約
な
要
．
素
と
す
る
と
、
伝

道
行
五
日
E
か
ら
は
教
ム
療
建
築
の
正
面
（
フ
ァ
サ
ー
ド
）
の
彫
一
が
上
げ
ら
れ

る
。
ま
た
社
会
行
為
に
あ
っ
て
は
建
物
の
位
置
が
住
宅
地
域
あ
る
い
ぱ
商
業

地
域
に
あ
る
の
か
等
の
糊
囲
の
環
境
．
、
更
に
教
会
へ
の
導
入
と
し
て
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
よ
う
（
表
二
…
…
一
）
。

　
（
諸
空
間
と
条
件
要
素
の
関
連
）
　
　
さ
て
表
二
…
二
に
よ
っ
て
外
都
行
為

か
ら
生
じ
る
三
つ
の
諸
空
闘
と
条
件
要
索
と
の
関
連
を
み
る
と
、
特
に
フ
”
ノ

サ
…
ド
が
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
教
会
の
現
状
的
教
会
観
、
あ
る
い
は
信

仰
告
白
的
な
も
の
の
伝
達
約
役
類
を
持
っ
て
い
て
、
十
字
架
の
存
在
が
注
目

さ
㍑
る
。

　
フ
ァ
サ
…
ド
は
外
部
に
開
か
れ
た
教
会
の
顔
で
あ
る
事
を
考
え
る
と
、
条

件
要
素
と
し
て
の
電
要
性
ぱ
高
い
。

一　10　一



　
（
諸
空
闇
と
構
成
要
素
）
　
　
三
つ
の
諸
空
間
を
構
成
す
る
要
素
を
ま
と
め
る

と
、
表
二
一
四
の
ご
と
く
に
考
え
ら
れ
る
。

　
重
要
な
要
素
フ
ァ
サ
ー
ド
に
あ
っ
て
は
、
特
に
塔
の
存
在
と
開
口
部
（
窓
・

玄
関
）
の
形
が
強
く
関
連
し
、
外
部
行
為
の
全
て
を
担
っ
て
い
る
。
他
の
要
素

と
し
て
は
敷
地
状
況
あ
る
い
は
周
囲
の
雰
囲
気
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
教
会
建
築
を
生
み
出
す
側
（
建
主
と
も
い
え
る
）
の
立
場
を

種
々
な
方
面
か
ら
弘
4
3
察
し
て
き
た
。
神
学
上
で
の
考
察
も
重
要
で
あ
る
が
、
別

の
機
会
に
論
じ
る
事
と
し
、
本
稿
で
は
現
実
的
な
立
場
で
宗
教
建
築
を
分
析
し

て
き
た
が
、
次
章
で
は
こ
の
試
み
的
な
考
察
と
、
現
実
的
に
存
在
す
る
教
会
建

築
の
接
点
に
つ
い
て
述
べ
て
、
よ
り
具
体
的
に
そ
の
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

三
、
構
成
要
素
と
そ
の
形
態

表2－4　外部行為における教会堂盛≦岡の構成要素

　　　　　　　　（必要度の強い願に⑲○△印とする）

　
三
、
一
　
内
部
行
為
と
礼
拝
の
形
態

　
（
内
部
行
為
と
礼
拝
室
）
　
　
前
章
に
お
い
て
日
本
基
督
教
団
を
対
象
と
し

て
、
教
会
建
築
の
空
間
を
創
造
す
る
た
め
の
各
要
素
を
求
め
た
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
中
心
と
な
る
礼
拝
室
は
、
親
木
プ
p
テ
ス
タ
ン
ト

教
会
の
他
教
派
に
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
も
同
様
に
重
要
な
宗
教
的
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
教
会
建
築
造
り
は
礼
拝
室
を
包
む
建
築
（
会
堂
と
一
般
的
に
呼
ば
れ
る
）
造
り
を
中
心
と
し
て
他
に
広
が
り
、
複
若
し
た
建
物
と
な

るω

]
っ
て
礼
拝
虚
空
閲
を
創
造
す
る
鯛
は
教
会
建
築
全
て
を
決
定
す
る
事
と
つ
な
が
り
、
多
く
の
建
築
的
条
件
繋
累
と
強
く
結
び
つ
く

立面 平面 環境

⑲⑳⑳⑫⑬ ⑭⑮⑯ ⑰⑱

各
行
為

　　　　　分類

ｳ糞重要袈号

@　工堂記　　　　三号　　　　　間

三章開屋

@口口
@　部　　　　塔
@選入面窓口根

庭頂門

自社

R会
伝
道
E1 ファサード ①遷）ののの

社
会
Fl
e2
立地環境
Aプローチ 唾）遷）｛）

①①
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わ
け
で
あ
る
。
先
の
表
一
一
一
三
に
お
い
て
、
礼
拝
室
の
構
成
．
要
素
の
中
で

平
面
形
と
椅
子
の
重
要
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
礼
拝
室
の

形
態
を
決
め
る
上
で
最
も
大
切
な
事
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
（
礼
拝
室
の
形
態
）
　
　
旭
川
市
内
に
現
存
す
る
一
五
棟
の
教
会
建
築
を

対
象
と
し
て
、
礼
拝
室
の
形
態
を
整
理
す
る
と
、
表
三
－
一
と
な
り
、
五

つ
の
パ
タ
ー
ン
と
な
っ
た
。

　
内
容
を
み
る
と
対
画
形
は
講
壇
の
形
に
よ
っ
、
て
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
と
な

り
講
壇
が
後
方
へ
突
き
出
た
形
で
椿
一
子
が
講
壇
に
平
行
配
列
で
あ
る
形
態

（
対
．
面
形
B
）
が
最
も
多
く
、
約
半
数
の
教
会
建
築
に
採
用
さ
れ
て
い
た
。

他
に
対
薦
形
A
が
四
棟
、
祭
壇
隅
角
形
二
棟
、
他
は
各
一
で
あ
っ
た
。

　
最
も
多
い
対
面
形
B
は
旭
用
で
の
特
殊
事
情
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
H
本

に
お
け
る
一
般
的
な
形
態
と
推
察
す
る
。
贋
史
的
に
も
初
期
の
教
会
建
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
し
て
使
用
さ
れ
た
バ
シ
リ
カ
形
式
と
類
似
し
、
ま
た
学
校
建
築
の
講

堂
、
教
室
の
形
態
に
似
て
い
る
事
か
ら
説
教
等
を
聞
き
や
す
い
条
件
を
満

た
し
て
い
る
パ
タ
：
ン
で
も
あ
る
。
し
か
し
条
件
要
素
を
全
て
満
足
さ
せ

て
い
る
と
は
い
え
ず
、
語
る
側
と
聞
く
側
の
一
体
感
を
高
揚
さ
せ
る
形
態

に
は
適
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
様
に
一
つ
の
例
と
し
て
礼
拝
窒
を
対
象
と
し
た
が
、
全
て
の
空
図

表3…1搬聖教会建築（旭州市）礼拝室∫iZ顯の二形化

対面形（A｝ 文季曲杉・B， し　　形 祭壇隅角形 醤　殊　元多

〔の　　　　輻い

　
黒
　
囲
　
の
　
形
翼
。
．
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（
部
屋
）
を
対
象
と
し
て
考
察
す
る
事
に
よ
っ
て
、
内
部
行
為
の
充
実
度
を
求
め
、
教
会
建
築
の
在
り
方
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
三
、
二
　
外
部
行
為
と
フ
”
・
サ
：
ド
の
形
態

　
（
外
部
行
為
と
フ
ァ
サ
ー
ド
）
　
　
礼
拝
並
等
と
異
な
っ
て
外
に
開
か
れ
た
外
部
行
為
の
中
で
、
最
も
注
儲
さ
れ
る
フ
ァ
サ
ー
ド
は
、
先

の
表
二
一
四
で
示
し
た
五
つ
の
構
成
要
素
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
諦
が
結
合
し
て
一
つ
の
正
面
形
を
形
造
る
。
壁
面
の
形
は
屋
根
型
に

左
右
さ
れ
、
更
に
妻
側
に
よ
っ
て
も
そ
の
形
態
は
大
き
く
変
わ
る
。
ま
た
塔
の
有
無
、
塔
の
形
、
塔
の
急
心
も
大
き
く
影
響
す
る
要
索
と

　
（
1
0
）

な
る
。
更
に
玄
関
の
位
置
と
形
、
窓
の
配
列
と
形
も
同
様
に
フ
ァ
サ
ー
ド
を
決
定
す
る
重
要
な
役
目
を
持
つ
。
ま
た
表
二
一
四
で
は
省
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
て
い
る
が
、
材
料
や
色
彩
も
そ

図3一・1外都得為構成要素・・フアサードの形

　　　　　　　　　　　　（！69例対象とした典型例）

3例例2
1例

：II：1　1：’：：：．：ll

蕉・：鯨
一一一一一一一一

Q蔭。・o・●・
一一一一e一一一一
．，．oの．o．
一一t一一一一一一
“一一一一一一一

｝一一一一一“一
i一一一一一一一一
一一｝一一一一一
一“e一一一一一一
一一一一一一一一
“一一一一一一一e
e一一一一一一e

部
分
別
鵜
み
合
わ
笹
よ
る
形

例6例5

例9

調●●e5－【h
“一一一一eo一一
t一一“t一一n
一一一e一一et一
一“e－ee“e
一一“eeoep一

例　8

”ee“一e－e．
e－t一一ee一一e
，一“一一一一一e，
ee一一一一一一一
／一te一一e一一
e－t一一e一一e
，一一e一一e一一
et一一一be一｛

例4

一一ee一“一e＃
，e一一一一一e“，
eee一一bea“
，一一一一“ee一，
“一一e－eee一
噂●Oobo●●
“e一“一一一一t
一一一1一一e一，

例7

蜜
く
例
と
し
て
の
組
響
潜
・
曾
わ
せ
に
よ
る
形

（日本基督教団の揚合）

れ
そ
れ
の
要
索
と
深
く
関
連
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
（
フ
7
，
サ
ー
ド
の
形
能
脚
）
　
　
当
研
…

究
室
で
調
査
し
た
資
料
で
、
教
団
に

属
す
る
一
六
九
棟
の
教
会
を
全
国
か

ら
任
意
に
選
定
し
、
ブ
リ
・
サ
ー
ド
の

形
に
関
し
て
統
計
的
に
整
理
す
る

と
、
図
三
i
一
で
示
す
形
態
と
な
っ

た
。
こ
こ
で
は
羅
根
型
と
塔
の
形
、

及
び
正
面
幅
と
軒
高
の
比
等
の
要
素

に
注
属
し
て
処
理
し
、
各
要
素
で
最

も
多
．
い
形
を
単
純
に
組
み
合
わ
せ
た

一　13　一



も
の
が
「
都
分
別
」
の
形
で
あ
り
、
実
際
の
フ
ァ
サ
ー
ド
で
最

も
多
い
例
を
み
た
の
が
「
実
例
と
し
て
の
組
み
合
わ
せ
」
と
し

て
ま
と
め
た
。

　
前
者
で
は
二
三
の
中
央
塔
型
に
特
長
が
あ
り
、
軒
高
を
低
く

し
塔
の
存
在
を
明
確
に
示
す
形
態
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

パ
タ
ー
ン
は
実
際
例
に
は
み
ら
れ
ず
、
既
存
の
教
会
建
築
で
の

こ
の
形
態
使
用
は
少
な
い
事
が
理
解
で
き
よ
う
。

後
老
に
あ
っ
て
は
六
タ
イ
プ
に
整
理
さ
れ
た
が
一
例
を
除
き
、

他
は
塔
を
持
つ
パ
タ
ー
ン
と
な
っ
た
。
し
か
し
塔
膚
体
の
形
．
は

棟
上
に
置
い
た
だ
け
の
塔
で
あ
り
、
独
立
し
た
本
格
的
な
も
の

で
は
な
い
。
ま
た
妻
側
を
正
面
と
し
て
切
妻
膿
根
の
断
面
形
を

み
せ
て
、
塔
と
共
に
昇
高
性
を
強
め
て
い
る
。

　
教
団
の
教
会
建
築
で
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
形
態
が
明
ら
か

に
な
っ
た
が
、
他
の
教
派
に
つ
い
て
も
今
後
整
理
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
（
玄
関
の
形
に
つ
い
て
）
　
　
フ
ァ
サ
～
ド
の
一
部
を
構
成
し

て
い
る
玄
関
の
形
に
つ
い
て
、
同
じ
様
に
教
門
の
一
六
九
棟
を

対
象
と
し
た
調
査
を
み
る
事
と
す
る
が
、
形
態
的
に
ぱ
表
三
一

表3一．一一2　開口部（窓・玄関〉の形態分類と記号化

C T
「 2 3 4 5 C 1 2 3 4 5

　　　　　記号

@　　　　　No．

@　　　　形
L
　
　
　
形
号 盤禽幽

鹸 ⑳幽血
A 臥踊

s 闘 Sα SC2 SC3 SC4 SC5 SC STl ST2 ST3 S丁4 ST5

A陵圏 ARCI ARC2 ARC3 ARC4 ARC5 ARC ARTl ART2 ARτ3
A段丁4 ART5

BR 8RCl BRC2 8RC3 BRC4 BRC5 BRC BRT【 BR丁2 BRT3 BRτ4 BRT5

N NCl NC2 NC3 NC4 NC5 NC N丁1 NT2 NT3 NT4 NT5

C ⑳
T

P ⑳

14



二
で
示
す
パ
タ
ー
ン
と
な
り
、
そ
れ
ら
を
記
号
化
し
て
玄
関
の
形
を
整
理
す
る
と
、
五
三
…
三
に
示
す
結
果
を
得
た
。
す
な
わ
ち
縦
長
長

方
形
が
最
も
多
く
四
七
％
と
な
り
、
次
に
多
い
の
は
横
長
長
方
形
（
約
一
五
％
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
形
態
の
種
類
で
は
十
一
タ
イ
プ
と
な

り
、
特
に
縦
長
長
方
形
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
結
…
果
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
（
窓
の
形
に
つ
い
て
）
　
　
同
様
に
整
理
す
る
と
表
ヨ
ー
四
で
示
す
結
果
と
な
り
、
こ
こ
で
も
縦
長
長
方
形
が
凶
○
％
以
⊥
で
あ
り
、
こ

の
形
態
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
堂
堂
が
多
い
。
特
に
注
目
す
る
点
ぱ
、
ス
リ
ッ
ト
型
（
細
長
長
方
形
）
の
バ
リ
エ
ー
シ
灘
ン
が
み
ら

れ
る
事
で
あ
り
、
こ
の
タ
イ
プ
は
恐
ら
く
近
年
に
建
て
ら
れ
た
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
教
会
建
築
で
あ
ろ
う
と
想
像
す
る
。

　
以
上
に
よ
り
、
外
部
行
為
の
一
例
と
し
て
フ
ァ
サ
ー
ド
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
て
き
た
が
、
教
団
に
属
す
る
教
会
建
築

造
り
の
実
際
的
な
姿
が
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
形
態
が
教
団
の
特
有
の
パ
タ
；
ン
で
あ
る
か
に
つ
い
て

は
、
他
の
教
派
と
の
比
較
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
教
会
観
に
よ
る
形
態
的
な
比
較

　
四
、
　
一
　
旧
教
と
新
教
と
の
比
較

　
（
礼
拝
室
形
態
の
比
較
）
　
　
礼
拝
室
形
態
に
関
す
る
統
計
は
ま
だ
未
整
珊
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
対
象
と
し
た
語
数
は
少
な
い
が
、

表
三
一
　
で
ま
と
め
た
パ
タ
ー
ン
を
手
掛
か
り
と
し
て
み
る
と
、
旧
教
（
カ
ト
リ
ヅ
ク
の
み
）
の
礼
拝
室
形
態
は
、
祭
壇
隅
角
形
や
特
殊

形
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
新
し
い
タ
イ
プ
へ
の
取
り
組
み
を
示
し
、
む
し
ろ
新
教
（
プ
μ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
方
が
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
形

態
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
次
に
述
べ
る
フ
ァ
サ
ー
ド
の
構
成
要
素
と
は
逆
の
傾
陶
で
あ
り
、
伝
統
を
璽
ん
じ
る
旧
教
で
は
あ
る
が
、
外
観
は
と
も
あ
れ
新

し
い
礼
拝
室
形
態
造
リ
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
新
教
に
あ
っ
て
は
ま
だ
そ
の
傾
向
が
み
ら
れ
な
い
が
、
旭
川
市

に
限
っ
た
現
象
で
あ
る
か
は
定
か
で
は
な
い
。
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　　　　表3－3・表4－1・表4－3　教会建築開口部（玄関）の形態

く旧・新比較及び教団全譲・滋内比較〉　　　　　　　　　　　　（1983．7．現在〉

S AR BR N 他
　　　　形　態
¥　　教　　　派 C 丁 C BR T

3
C
5

C P
な
し
不
閣
合
計

悼σ．

S
C 2 3 4 5

AR
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 4 5

T

爽数 ～ 尾 1
2

㌃ 3 篭 14 1 2 36

1日　教

％ 2£ 2β 33．ε 2，ε ε3 2．窪 3震．E 2．9 5．ε衰
　
4
　
…
　
1

案数 奪 韮 15 1 4 4 5 6 33 3 3 3 1 葦 82

瓢　教
％ 1．2 1．2 §5 1．2 4．9 4．9 弓三 ノ．3 40．2 3．了 3．7 3．7 1．2 し2 蹴駐

実数 1 τ 2 28 董 1 4 4 8 7 47 … 3 3 3 1 2 1 ｛18

合　欝
％ 餌 o．ε Lε 23．ε o．8 書．ε 3．辱 3．4 δ．9 5，ヨ ヨ9．9 o．9 2，5．．2・5 25 o．3 1．ε o忍．

案数 τ ヨ 25 7 ｝ 5 20 9 79 1
6

5 169
（教國）

S　国 ％ 書．6 ，．δ

配
｛」 o．6 3．o 聾．8 5．3 ‘6．ア 9．5 3．0 ㈱

（教団）

S　道

実数 1 窪 3 2 4 9 1 1 1 26

表
　
3
　
i
　
3

％ 3．8 15．ζ Il．6 η
iき．ヨ 34忘 3β 3£

3．ε i晒

凹凸 … 1 1 2夢 7 1 3 5 22 τ3 88 1
6

6 1 1 195

合　計
％ e、5 o、う 毎，5 鞭

3．魯 窟，5 1．5 2．6 ll，3 6．7 綿 巳£ ～．1 3．5 o．5

実数 … 1 … 4 1 1 ｛

ご

．10

聖公会
％ 臆9 loa loβ 紀£ 1鋤 19．G lG£ ［鞭

実数 1 4 ・3 2 4 9 1 1 1 26
日．碁

ｳ　団 ％ 3．3 臨 ll．δ 7」 15．5 34．∈ 3．ε 3．8 3．ε 1難
表
　
4
　
－
　
3

鍵数 7 … 蔚 τ 20
臼　垂蓬

~　会 ％ ヨ5£ 5．a 55£ 5．き 1；囎

　．P

ｼ教派
実数 1 5 3 2 2 9 … 1 2 2δ

拓 3、ε ｛92 u、5 7」 1．7 3｛．ア 3』 3．s ア」 1鱒

実数 … 1 16 … 4 4 ．5 6 33 3 3 3 … 1 82

合　計
％ 12 L2 欺… 1．2 4．9 喋．9 δ．1 73 醤．2 3．7 3．7 3」 L2 ｝．2 ；〕：，｝

　
（
フ
ァ
サ
ー
ド
に
お
け

る
玄
関
）
　
道
内
に
建
つ

一
一
八
棟
を
短
象
と
し
て

調
査
し
た
も
の
を
ま
と
め

る
と
七
四
－
一
と
な
り
、

旧
教
・
漸
教
と
も
に
縦
長

長
方
形
の
タ
イ
プ
が
約
四

〇
％
’
で
最
も
多
い
形
と
な

っ
た
。
ま
た
形
態
の
種
類

と
な
る
と
前
者
は
九
タ
イ

プ
、
後
者
は
十
一
ニ
タ
イ
プ

と
な
り
、
対
蒙
教
会
の
数

最
巨
匠
は
あ
る
が
、
旧
教

に
あ
っ
て
は
斬
教
と
比
べ

て
よ
り
形
態
的
に
は
統
一

さ
れ
て
い
ワ
4
9
纐
向
を
示

す
。
反
対
に
新
教
で
は

白
由
な
形
を
用
い
て
フ
ァ

16　一



サ
…
ド
造
り
を
行
な
っ
て
い
る
傾
向
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
（
フ
ァ
サ
ー
ド
に
お
け
る
窓
）
　
　
同
様
に
窓
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
表
四
－
二
を
み
る
と
、
両
教
会
と
も
に
横
長
長
方
形
の
窓
が
三
〇

％
以
上
と
な
り
最
も
多
い
形
態
と
な
っ
た
。
ま
た
形
の
種
類
に
あ
っ
て
は
旧
教
が
十
タ
イ
プ
、
新
教
十
五
タ
イ
プ
と
な
り
玄
関
の
形
態
と

同
様
な
傾
向
を
示
し
た
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
礼
拝
室
に
あ
っ
て
は
旧
教
が
新
し
い
試
み
を
恕
臥
し
、
フ
ァ
サ
ー
ド
で
は
一
定
の
形
態
を
保
つ
教
会
建
・
築
を
築

き
、
新
教
で
は
礼
拝
室
は
伝
統
的
な
形
態
で
、
フ
ァ
サ
ー
ド
に
あ
っ
て
は
種
々
な
変
化
を
み
せ
て
い
る
。

　
（
フ
ァ
サ
ー
ド
形
態
の
比
較
）
　
道
内
に
お
け
る
主
な
教
派
の
既
存
の
建
物
を
、
写
真
で
示
す
が
、
詳
細
な
分
析
は
後
報
を
待
つ
事
と

す
る
。

　
た
だ
こ
の
五
棟
の
フ
ァ
サ
ー
ド
は
、
前
項
で
明
ら
か
に
な
っ
た
傾
向
を
素
直
に
表
現
し
て
い
る
も
の
と
考
え
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
写
真
四
－
一
に
示
す
左
か
ら
三
棟
は
新
教
の
建
築
で
あ
り
、
建
設
年
代
は
明
治
期
の
名
寄
以
外
は
近
年
の
も
の
で
あ
り
、
フ
ァ
サ
ー
ド

造
り
の
一
面
を
み
せ
て
い
る
。
他
の
二
棟
は
旧
教
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
建
物
で
あ
り
、
建
設
年
代
は
古
い
が
、
伝
統

性
を
保
持
し
た
形
態
を
み
せ
て
い
る
。

　
四
、
ニ
　
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
内
で
の
比
較

　
（
礼
拝
室
形
態
の
比
較
）
　
　
資
料
不
足
の
た
め
本
稿
で
は
省
略
す
る
が
、
旭
川
に
限
っ
て
述
べ
る
な
ら
ば
衷
三
－
一
で
示
す
よ
う
に
、

十
教
会
の
中
で
一
教
会
を
除
く
他
は
全
て
対
面
形
式
を
採
用
し
て
い
る
事
か
ら
新
教
内
で
の
礼
拝
室
は
教
派
に
よ
っ
て
あ
ま
り
差
異
は
み

ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
C
形
の
一
例
は
倉
庫
で
あ
っ
た
建
物
を
改
築
し
て
こ
の
形
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
初
期
か
ら
こ
の
形
態
に

よ
る
平
面
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

　
（
玄
関
の
形
に
つ
い
て
）
　
道
内
に
お
け
る
既
存
の
教
会
建
築
（
新
教
に
属
す
る
）
八
二
棟
を
対
象
と
し
て
玄
関
の
形
を
ま
と
め
る
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日本基督教団名寄教会

／”　r一．1／1’”．．・，．．：　，　一　．，．，・，　，．1．．．

　　　　レ

ぺ＝．． V　1・

　　．壱

・，za，t：

日本基督教団帯広教会　日本聖公会釧路聖パウロ教会

　写真4－1　道内における各教派のファサード

日本カトリック岩見沢教会

÷
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、

．
　
剛

．
．
丁
．
．

．
・
ム
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．
p

．
6
7

9

．
，

三教幌札ストスΨノ本日

　　　　　表3－4・表4－2・表4－4　教会建築開口部（窓）の形態

〈旧・新比較及び教団全国・道内比較〉　　　　　　　　　　　　（1983．7．現在）

S AR BR N 他
　　　　　形　態．
¥　　教　　　　派 T C T C な

し
不
明
合
計国9、

S
C
2

AR
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

B
1 2 3 舜 5 1 2 3 4 5

N
1 2 ∫
3
4 5
C T P

実数 1 12 1 2 2 6 1 1 6 1 3 謁

旧　教
％ 2β ヨ3．3 2．日 5．5 5．5 1iJ 2．巳 2．巳 1δ．ア 2．8 日．3 1〕09

実数 28 1 1 1 5 1
4

1 1 2 1 2 1
q

1 3 1 4 2 82

表
　
4
　
1
　
2

新教
％ 搭．z L2 1．2 L2 5．1 Il2 L2 1．2 2凶 L三 2．4 11．1 L2 3．7 1．2 4．9 2．4 盲細

実数 1 40 1 t 1 3 7 20 τ 1 1 2 孝 2 20 1 1 3 1 7 2 118

合　計
覧 q・． 33．9 P．9 o．8 o．日 2．5 5．9 Ii』 o．昌 0．8 0．8 1．a 1

璽
1．8 16．9 匿．8 o．B ～．5 o．8 5．9 1．8 鵬

実数 ．1 421 「 1
4

6 6B 2 1 4 T 3 8 1 4 ！ 1 5 159
（教団〉

P　国 ％ 斜 24．9 o．5 B3 ヨ．5 40コ 1．5 o．5 2．4 o．5
1
ノ
4．7 o．5 2．4 o．5 o．5 2．9 1鵬

実数 7 1 1 3 5 1 「 ヨ 5 1 26

表
　
3
　
1
　
4

（教団）

S　道 ．％ 37．け 3．8 3．8 1L6 1，．1 3．8 3．8 〕．ε 19．三 3．B 1期

実数 ア ぐ9． 1 2 14 10 ア3 2 1 1 4 2 4 13 1 4 1 1 5 195

合　計
％． 3」5 25．2 o．5 LO 7．3 5．】 ユτ5 1．0 O．5 o＝5 2．O 1．O 2．0 5．8 D，5 2．0 o．5 D．5 2．6 1翻

爽数 2 4 1 1 1 1 10

聖公会
％ 二〇．こ1 ㈱ 10．0 1巳〔， 10．0 1卿 1犯憩

実数 7 1 1 3 5 1 1 1 5 】 26

日　基

ｳ　団 ％ 21．D ヨ．8 3．8 t1．5 旧」 3．a 3．5 32 19．… 3．3 脚表
　
4
　
1
　
4

実数 1
0

1 1 2 4 1 丁 20

日　基

ｳ　会 ％ 覧．o 5．o 5．o 1D、o 薫o 5．o 5．o 1勲

実数 9 1 2 5 1 5 1 2 26

％ 三亀．6 3．：」 1．「 19」 3．8 19．き 3．8 7．7 脚

実数 28 1 1 1 5 15 1 1 2 1 2 15 1 3 1 3 1 B2

合　計
％ ；司．『 1．O 1．＝ 1．2 δ．1 咽3 1．コ 1．： コ．耳

i
．
2 z．4 18、＝ 12 3．7 1．2． 3．7

112
1朋．

一　18　一



と
、
ど
の
教
派
に
あ
っ
て
も
縦
長
長
方
形
が
最
も
多
く
あ
ま
り
差
は
み
ら
れ
な
い
。
墾
公
会
、
教
団
、
H
基
の
三
教
派
の
形
態
の
種
類
を

み
る
と
、
日
基
の
建
物
が
四
種
類
と
少
な
く
、
教
団
、
聖
公
会
で
は
八
種
類
、
七
種
類
に
な
っ
て
い
る
（
表
四
1
三
）

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
教
派
聞
で
の
特
色
は
口
基
の
玄
関
造
り
が
他
よ
り
定
形
化
さ
れ
て
い
る
事
と
い
え
よ
う
。

　
（
窓
の
形
に
つ
い
て
）
　
　
同
様
に
窓
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
た
表
四
i
四
を
み
る
と
、
縦
長
長
方
形
が
多
い
聖
公
会
を
除
く
と
他
は
全
て

横
長
長
方
形
の
形
が
最
も
多
く
な
っ
た
。
ま
た
形
の
種
類
で
は
教
団
が
最
も
多
く
十
タ
イ
プ
と
な
り
、
聖
公
会
が
五
タ
イ
プ
と
少
な
い
。

口
無
の
形
態
に
注
匂
す
る
と
、
六
親
類
の
窓
の
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
横
長
長
方
形
と
変
形
を
含
む
細
縦
長
長
方
形
（
ス
リ
ッ
ト
）
を
合

わ
せ
る
と
八
五
傷
と
な
り
、
前
項
の
玄
関
と
同
じ
様
に
窓
の
形
も
一
定
化
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
教
会
観
と
形
態
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
（
北
一
条
教
会
を
中
心
と
し
た
形
態
）
　
　
日
本
基
督
教
会
の
北
海
道
内
に
建
つ
教
会
建
築
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
中
で
も
そ
の

形
態
に
特
色
が
あ
る
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
主
要
な
教
会
の
外
観
を
図
五
…
一
に
ま
と
め
る
と
、
こ
の
形
態
が
札
幌
北
一
条

教
会
の
旧
会
堂
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
事
に
気
づ
く
。

　
昭
和
二
年
に
道
内
で
も
著
名
な
田
上
義
也
の
設
計
に
よ
っ
て
完
成
し
た
こ
の
建
物
は
、
残
念
な
事
に
つ
い
数
年
前
に
解
体
さ
れ
た
が
、

そ
の
手
法
は
北
海
道
に
適
し
た
屋
根
型
と
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
尖
頭
、
バ
ラ
窓
を
巧
み
に
用
い
て
、
道
内
で
も
名
建
築
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら

　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
六
年
建
設
の
遠
軽
教
会
、
同
二
十
六
年
の
旭
川
教
会
、
同
三
十
三
年
の
滝
川
教
会
更
に
同
三
十
四
年
の
嬰
園
教
会

に
こ
の
形
態
が
引
き
継
が
れ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
先
に
述
べ
た
新
教
内
で
も
特
異
な
形
態
を
保
っ
て
き
た
事
と
あ
わ
せ
る
と
、
よ
り
定

形
化
さ
れ
た
教
会
建
築
の
出
現
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
教
会
観
と
形
態
）
　
　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
前
章
で
述
べ
た
教
会
観
と
建
築
的
条
件
要
素
そ
し
て
こ
れ
ら
を
形
成
す
る
た
め
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蝿一一

札幌旧北一条教会（1927，S2）田上義也設計

　・．コt
s
’
f
i

　　　　　審
　　　　　t：，1

遠軽教会（1931，S6）池畑敏行設計

　　　　’・・tt’　．　t：1－tr’」’”g

旭川教会（1951，S　26＞小山公設計：施工

．一．P）

伊達教会

　　　　　滝川教会（1958，S33）

〈一一一一i

聖園教会（1959，S34）市村敏英設計

　　　図5－1　日本基督教会（道内）教会建築のパターン
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の
構
成
要
素
が
一
体
化
さ
れ
た
姿
を
、
少
な
く
て
も
道
内
の
日
基
教
会
の
教

会
建
築
に
み
る
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
あ
る
組
織
体
の
体
質
が
同
一
で
あ
る
場
合
、
そ
こ
で
創
造
さ

れ
る
物
に
は
必
ず
や
ど
こ
か
に
共
通
点
が
み
ら
れ
、
こ
の
共
通
点
が
基
本
と

な
っ
て
他
へ
影
響
を
字
え
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
日
基
の
教
会
観
が
示
す
形

態
は
多
少
の
バ
リ
エ
…
シ
ョ
ン
を
含
み
な
が
ら
も
、
一
つ
の
定
ま
っ
た
形
を

示
す
教
会
建
築
造
り
と
な
る
。

　
こ
の
様
な
考
察
が
正
論
と
す
る
な
ら
ば
、
旧
教
の
フ
ァ
サ
ー
ド
に
み
ら
れ

た
定
形
化
に
近
い
形
態
も
、
伝
統
性
を
重
ん
じ
る
教
会
観
の
反
映
で
あ
り
、

逆
に
教
団
に
お
け
る
定
ま
ら
な
い
フ
ァ
サ
ー
ド
の
形
は
、
歴
史
的
な
教
会
観

が
強
く
影
響
し
て
舎
同
以
前
の
伝
統
が
自
然
に
建
物
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
た

め
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
（
教
会
建
築
の
形
態
）

　
以
上
に
よ
っ
て
、
宗
教
建
築
の
一
つ
の
例
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
会
が
建
主

と
な
っ
て
建
設
す
る
教
会
建
築
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
宗
教
性

を
排
除
す
る
と
、
学
校
建
築
等
の
講
堂
と
同
じ
建
築
物
と
な
り
、
合
理
性
・

機
能
性
を
追
求
す
る
事
で
終
わ
る
場
合
が
多
い
。

　
し
か
し
教
会
建
築
に
は
神
学
が
あ
り
、
信
仰
的
な
証
し
が
あ
り
、
更
に
通

読5－1教会建築の観察方法例（フ・一つ・ヤーの

教　会　観

建藁的条件要素

繁からの各行為

牧師
僧徒
求道者
歴史牲
毅頃者

行為と空閣
て
卜

しと
分

例実
測

既存教会建築

の

要素の組み合わせ

間の構成素 賭空間の感

受空聞の組み合わせ

教会建i専
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常
の
建
築
技
術
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
要
素
が
一
棟
の
中
に
同
居
す
る
。
神
学
が
先
行
す
る
か
と
思
え
ば
建
築
が
先
行
す
る
。

し
た
所
に
、
教
会
建
築
の
複
雑
さ
が
あ
り
、
更
に
神
秘
さ
が
宿
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
こ
う
し
た
難
解
な
建
築
を
み
つ
め
る
時
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
試
み
的
に
表
五
一
一
と
し
て
示
し
、
本
稿
を
終
え
る
。

こ
う

（1） 註（6）　（5｝　（4）　（3）　（2）（8｝ （7）（ll）　GO｝　（9）（14） （13）　G2）

第
二
糞
蝿
　
節
は
次
の
論
文
を
参
照
。
　
用
心
洋
一
「
教
会
観
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
教
会
堂
の
形
（
そ
の
一
）
扁
、
　
足
利
工
業
大
学
研
究
集
録
、
第
二
暑
、

（
｝
九
七
六
）
、
解
i
5
2
頁
。

臼
本
基
督
甜
教
団
史
堀
細
纂
委
貴
ム
ム
、
　
「
手
本
基
督
教
団
山
X
」
、
　
碍
本
基
督
…
教
団
発
行
（
一
九
六
七
年
）
　
を
参
出
子
と
し
（
κ
。

日
本
基
督
教
圃
事
務
腸
編
集
、
「
日
本
基
督
教
団
教
鼻
筋
規
お
よ
び
諸
規
則
（
一
九
六
八
年
十
月
改
訂
）
」
、
（
一
九
七
四
）
固
出
版
局
を
参
考
と
し
た
。

臼
本
基
督
教
潤
寮
務
局
編
纂
、
「
日
本
基
督
教
団
年
鑑
、
一
九
八
四
㎏
、
第
三
十
五
巻
、
（
一
九
八
三
）
固
出
版
局
を
参
考
と
し
た
。

北
森
嘉
蔵
「
日
本
基
督
教
邸
信
仰
血
1
3
白
解
説
」
、
好
本
基
督
教
団
出
版
禍
（
一
九
七
三
年
）
を
参
考
と
し
た
。

第
二
自
認
二
節
か
ら
騰
節
ま
で
の
詳
叙
は
次
の
論
文
参
照
。
用
島
洋
一
「
教
会
観
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
教
会
堂
建
築
の
形
（
そ
の
二
）
」
、
足
利
工
業
大
学

研
究
集
録
、
第
三
男
（
一
九
七
七
）
、
4
2
…
駁
頁
。

日
本
基
督
教
麟
東
京
教
区
編
、
「
信
徒
必
携
（
漸
版
）
」
、
B
本
基
督
教
団
出
版
部
（
一
九
六
五
年
）
を
参
考
と
し
た
。

詳
継
は
次
の
論
文
参
照
。
用
島
洋
一
「
旭
摺
市
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
と
教
会
建
築
（
そ
の
一
）
」
、
北
海
道
東
海
大
学
紀
要
、
節
一
号
（
一
九
八
○
）
、

5！

|
5
2
頁
。

建
築
学
大
系
編
集
委
貴
会
編
、
「
新
訂
建
築
学
大
系
5
、
西
洋
建
築
史
」
、
彰
国
社
発
行
（
昭
和
五
十
二
年
）
を
参
照
と
し
た
。

詳
継
は
次
の
論
文
参
照
。
親
島
洋
｝
「
教
会
建
築
の
フ
ァ
サ
ー
ド
の
形
」
、
東
海
大
学
短
期
火
学
紀
要
、
第
十
…
辱
（
…
九
七
七
）
、
2
4
－
2
8
頁
。

蝋
評
細
は
次
に
よ
る
。
川
島
洋
一
「
教
会
建
築
の
形
態
論
的
研
虎
九
（
そ
の
二
と
、
臼
本
建
築
学
会
秋
季
大
会
（
中
羅
）
学
術
講
演
｝
二
上
隼
鮮
訂
諸
系
九
〔
り
九
閣

番
　
（
一
九
七
轟
ハ
）
、
　
｝
∴
九
㎜
同
｝
一
一
九
㎜
日
一
一
頁
。

α①

ﾆ
嗣
じ
論
文
、
2
1
－
2
3
頁
を
参
照
。

任①

ﾆ
同
じ
論
文
、
2
3
頁
を
参
照
。

詳
細
は
次
に
よ
る
。
川
島
洋
　
「
道
導
地
方
の
建
築
に
関
す
る
調
査
研
究
（
そ
の
一
）
」
、
田
本
建
築
学
会
秋
季
大
会
（
近
畿
）
学
術
講
演
梗
概
集
計
噸
系

九
一
〇
七
番
（
一
九
八
○
）
、
二
〇
八
七
一
二
〇
八
八
頁
。
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（16）　a5）（18） （11

「
失
わ
れ
た
教
会
彙
・
1
札
幌
市
北
一
条
教
会
堂
を
保
存
す
る
会
の
記
録
一
鳳
、
札
幌
市
北
一
条
教
会
堂
を
保
存
す
る
会
（
一
九
八
○
）
、
を
参
考
と
し
た
。

詳
細
は
次
の
論
文
参
照
。
　
川
島
洋
一
「
道
北
地
方
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
と
教
会
建
築
（
そ
の
一
）
」
、
　
北
海
道
東
海
大
学
紀
要
、
第
五
愚
（
一
九
八

闘
）
、
2
5
－
4
7
頁
。

次
の
論
文
参
照
。
川
島
洋
一
「
旭
川
市
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会
と
教
会
建
築
（
そ
の
こ
）
」
、
問
左
紀
要
第
二
暑
（
一
九
八
一
）
、
2
5
－
5
3
頁
。

詳
細
は
次
に
よ
る
。
川
島
洋
一
「
教
会
建
築
の
形
態
論
的
研
究
（
そ
の
四
）
」
、
二
本
建
築
学
会
秋
季
大
会
（
関
東
）
学
術
講
演
梗
概
集
計
画
系
九
〇
一

七
番
（
一
九
七
九
）
、
一
八
二
八
頁
。

（
魯
記
）

本
稿
の
一
部
は
別
々
に
発
辛
し
て
き
た
論
文
（
脚
註
で
表
示
）
を
ま
と
め
、
更
に
舶
書
し
た
も
の
で
あ
る
。

北
海
道
基
督
教
学
会
第
二
十
二
圓
大
会
（
旭
川
、
北
海
道
東
海
大
学
）
に
て
発
表
し
た
。

ま
た
本
稿
の
概
要
は
昭
和
五
十
八
年
度
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